
 

基本設計の内容について 

 

【（仮称）冨士公園の基本方針】 

 多目的に利用で地域のレクリエーション拠点づくり 

 憩い、遊び、スポーツ、地域のイベントなどの多目的な利用と交流の場 

 地域の安全を高める身近な防災拠点づくり 

 一次避難場所の機能を有する都市公園整備による地域防災の向上 

 居住環境の向上を図る身近な緑の創出 

 身近に感じる緑の潤いと季節感のある景観の形成 

 市民との協働によるパークマネージメントの実践 

 柔軟な対応による公園の利活用促進と、公園の運営管理を通したコミュニティの形成 

 

【公園機能と空間及び施設一覧】 

 平常時の機能 災害時の機能 空間・施設 

出
入
口
・
動
線 

メインエントランス 

管理車両の進入口 

住民の避難口 

緊急車両の進入口 

冨士北側入口 

 

サブエントランス 住民の避難口 

緊急車両の進入口 

風間街道入口 

冨士南側入口 

歩行者と管理車両の通行 歩行者と緊急車両の通行 主園路（幅員 4.0m） 

歩行者の通行 歩行者の通行 副園路（幅員 2.0m） 

憩
い
・
遊
び 

憩いの場、軽スポーツ、遊び、 

地域イベント 

緊急避難スペース 

救援活動スペース 

多目的広場 

芝生広場 

幼児、学童の安全な遊び場 

健康の増進 

 複合遊具 

健康遊具 

緑
の
潤
い

公園の修景と四季の演出 

潤いや緑陰の提供 

防火樹林帯として延焼防止 植栽 

フェンス 

休
憩 

休憩スペース 炊き出し支援 かまどベンチ 

屋根付き空間の提供 

（救護スペース、対策本部等） 

防災パーゴラ 

利
便
性
の
向
上

公園利用や注意事項の周知 災害時の情報提供や避難誘導 サイン看板 

駐輪・駐車スペースの提供  駐輪場・駐車場 

夜間の安心、安全 避難時の公園、広場への誘導 照明灯 

安心、安全なトイレ 身障者優先非常用トイレ トイレ棟 

避
難
支
援 

雨水の適切な排水 非常用井戸 雨水浸透施設 

 非常用トイレ マンホール型トイレ 

救助・救援用品、避難支援用品の

備蓄 

防災倉庫 

 


